
６ＢＭ８パラフィードアンプ ＡＲＩＴＯ＠伊吹南麓

残留雑音
１０～３００ｋＨｚ ＩＥＣ－Ａ

Ｌｃｈ ８１７．２μＶ １２９．２μＶ
Ｒｃｈ ８４１．８μＶ １３３．１μＶ

ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾌｧｸﾀｰ
（８Ω負荷、１ｋＨｚ、１Ｖｒｍｓ）

Ｌｃｈ ３．８０（ＫＮＦのみ１．４５）
Ｒｃｈ ３．７９（ＫＮＦのみ１．４７）

２０１９．９．２２
前川有人（滋賀県米原市）

私事ではございますが、会社勤めの傍ら、管球ア
ンプ用出力トランスのガレージメーカーとして出発
することになりました！
名付けて、「ARITO's Audio Lab」です。
プッシュプル用2機種、シングル用2機種でスター
トしますが、本機が、発売予定のトランスを使った初
めてのアンプとなります。
前作（１６１９アンプ）で上手く行ったパラフィード方
式を、小出力用ＯＰＴに適用してみました。
シングルアンプはＯＰＴに直流を重畳するため、ど
うしても低域の再生においてはプッシュプルアンプ
と比べて不利であり、特に小出力シングルとなると
ＯＰＴのコアボリュームが小さいことから、低域再生
は目をつぶらなければ、というのが一般的です。そ
の苦手な低域をパラフィード化することでどれくらい
挽回することが出来るのかを試してみました。
本機に採用したＧＬタイプはコアギャップを設けず、
プッシュプル用ＯＰＴと同じコア組をしています。そ
のおかげで、一回り、いや、二回り以上大きなＯＰＴ
に匹敵する低域の再生が楽しめるアンプになったと
のではないかと思います。
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